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トピックス（2）

より歩きやすい短下肢装具の開発に向けて
　

米津　亮1），鈴木 淳也2），齋藤 聡佳2），山縣　学3）

1）大阪府立大学大学院　総合リハビリテーション学研究科
2）川村義肢株式会社　技術推進部
3）北村化学産業株式会社　大阪営業部

１．はじめに
　歩行の自立は日常生活活動だけでなく、社会参
加を促進する上で重要である。しかし、脳性麻痺
を呈する障がい児・者においては、歩行パフォー
マンスが著しく低下する。これは、痙縮と呼ばれ
る病的兆候により足関節が底屈位に固定され、ヒ
トの歩行中に観察される関節運動が阻害される
ためである。短下肢装具（Ankle Foot Orthosis：
以下AFO）は、足関節に出現する異常姿勢を矯
正することで、歩行中に安定した下肢の支持を保
障し、歩行パフォーマンスの向上に寄与できる。
このような観点から、AFOは障がい児・者の自
立生活に欠かすことができない福祉用具と言えよ
う。
　その一方、AFOを使用した歩行は、障がい児・
者から「不自然な歩き方で違和感がある」という
声を耳にする。この違和感解消に向け、障がい児・
者により歩きやすいAFOを開発しようと産学官
連携で研究活動を開始した。

２．AFO開発に至った着想
　AFOは、痙縮から派生する異常姿勢を矯正す
るため、足関節の底屈方向への関節運動が制限さ
れる。そのため、下腿部と足部の 2 つのパーツで
AFOは構成されている。これらのパーツは、ポ
リプロピレンという硬性素材で作製されており、
既存のAFOでは立脚終期から前遊脚期（歩行の
蹴り出し時）に中足指節関節の背屈運動（つま先
を曲げる）ができない（写真1A）。ヒトの歩行で

は、この部分の可動性が保障されることで、歩行
の蹴り出し時に強い推進力を発生させる1，2。つ
まり、既存のAFOでは、この部分の関節運動が
阻害され、「歩行の違和感」を生じさせているの
ではないかと着想した。そこで、我々は歩行の蹴
り出し時におけるつま先を曲げる運動の再現に焦
点を当て、柔軟性と曲げ耐性を兼ね備えた炭素繊
維強化プラスチック（Carbon Fiber Reinforced 
Plastics）を用いて、オリジナルのAFOを試作に
至った（写真1B）。

３．試作したAFOの装着効果について
　試作したAFOの関節角度は、足関節底背屈 0
度、背屈フリーに設定しており、既存のものと
相違はない。足底部の厚さはおよそ 3 mm、重量
は290gで既存のAFOよりも30g重い。このような
AFOを脳性麻痺児 1 名に提供し、その装着効果
を把握するための予備研究を実施したので、その
成果をお伝えする。

写真１　既存AFO（A）と試作AFO（B）
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　その効果の 1 つは、蹴り出し動作の改善である。
対象児の歩行を床反力計にて記録したデータ（垂
直分力）から見比べると、試作したAFOは裸足
や既存のAFOより蹴り出し時の値が15％ほど増
加している（図1A○部分）。このことは、歩行の
蹴り出し時に下肢で強い推進力を発生させている
1ことを示唆する。
　さらに、歩行中に足部を持ち上げる筋肉（前脛
骨筋）の筋活動が増加していることも、その効果
の 1 つである（図1B○部分）。この現象は、下肢
を振り出す際の足のつまづきを防ぐことに寄与す
る。そして、このような筋活動の増加から、下肢
が地面に接する際の衝撃緩衝作用も期待される

（図1A □部分）。このような装着効果は国内外の
他のAFOでは報告されておらず3−5、本AFOの優
位性と捉えている。

４．今後の展望について
　今回試作したAFOは、予備研究レベルではあ
るが、我々が想定した装着効果を大きく上回るも
のとなった。このような側面から、本AFOは特
許申請を行ったところである（特願2015-209885、
出願日平成27年10月26日）。
　今後は、より大きな母集団にて、試作した
AFOの長期的な装着効果を明らかにするための
実証的研究を展開する必要がある。このような取

り組みから、産学官連携活動を加速させ、障がい
児・者にとってより歩きやすいAFO開発を具現
化し、障がい児・者の日常生活および社会参加の
促進を下支えできたらと考えている。
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図１　試作AFOの予備研究結果
A）は、床反力計を用いて記録した歩行中（立脚期）の垂
直分データ、B）は歩行中の前脛骨筋の筋活動を示す。




